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以上の様に，本論文は高温度・高密度プラズマフォーカスの諸特性， CO 2 レーザ一光との相互作用
及びイオン発生と中性子発生との関連を実験的に解明し，学術上興味ある多くの知見を得ると共に核
融合の発展に重要な基礎を与えるものでプラズマ工学に寄与する所が大である。よって本論文は博士
論文として価値あるものと認める。
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